














1 SIDS の疫学 

各国のデーターの中ではオーストラリア、タスマニア地方が 4.4/1000 live birth と、他

の地域の 1.8 より大幅に高いこと(1017、1044)、また米国では 1986 年度の 65 才以下の死

因の第 7位を SIDS が占めている(1095)など、依然本疾患は各地で大きな問題である。しか

しSIDSの診断の正確度においてScheffieldでは293例のSIDS症例の病理所見の再検討か

ら、その大半に他の死因が推測され(1012)、また New York King's County Hospitsl の 26

例の SIDS の現場検証の再検討から実にその 24例は明らかな事故または事故と考えられる

状況であった。 

(1043)このように疫学的データーの検討において、その正確な SIDS の診断にまだ大きな問

題が残されていることが指摘されている。DPT と SIDS の関係に関しては、米国では大きな

社会問題としておりあげられてきたが、DPT 注射後 4日以内の SIDS 発生頻度は 7倍と高く

なっているがDPT注射群と非注射群を比較した場合には後者が6.5倍とSIDS発生頻度が高

く、DPT そのものの関与ではないと結論されている。(1051、1097、1098)冬に SIDS が多い

ことは既に知られているが、その中でも晴天の日に多いこと(1096)、さらに週末に多いこ

と(1002)は家族の生活スタイルを含めた SIDS 患者の家庭環境がより重要な因子であるこ

とを示娩している。このことに関連して建田は(1055)、日本に SIDS が欧米諸国より少ない

因子として添い寝の習慣をとりあげており、母親が常に児に接していることが SIDS 発生予

防に関与しているとしている。 


